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盛り付けやメニュー表示、各宿ごとの特徴を知り、学び合う
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　岩室温泉の周囲は田んぼの
広がる田園地帯です。車で10
分ほどの夏井地区にはかつて
の農村風景を象徴する「はざ
木」が 700 本ほど保存されて
おり、弥彦山・多宝山を背景
に四季折々の豊かな表情を見
せてくれます。
　地元農家のお米や野菜を使
用する旅館・ホテルもあり、鮮
度の良い食材を提供していま
す。また、田植え・稲刈り体験
や地元ミュージシャンとのお米の
商品づくり、わらアートまつりなど、
農村文化に触れる取り組みも行
われています。
　温泉地としての文化と農村
文化が隣り合わせて残るのが
岩室温泉の特徴です。

はざ木のある風景
　　農村文化と岩室温泉

これまでに20回以上開催。岩室温泉全体のレベルアップを目指す
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女将・髙島 涼



　

岩
室
温
泉
内
に
て
温
泉
に
入
り
、
療

養
す
る
た
め
の
湯
治
場
「
ゆ
ご
や
」
と

し
て
明
治
十
三
年
に
創
業
。
現
在
の「
ゆ

も
と
や
」
の
名
前
は
岩
室
温
泉
の
「
湯ゆ

元も
と

」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

　

客
室
は
六
三
部
屋
、
収
容
人
数

三
五
〇
名
と
岩
室
温
泉
で
最
も
大
き
な

旅
館
だ
。
家
族
や
カ
ッ
プ
ル
で
の
利
用
は

も
ち
ろ
ん
、
ビ
ジ
ネ
ス
・一
人
旅
、
宴
会

場
や
コ
ン
ベン
シ
ョン
ホ
ー
ル
な
ど
を
活
か

し
た
団
体
利
用
、
婚
礼
・
法
要
、
さ
ら

に
レ
ス
ト
ラ
ン
・
エス
テ
・
日
帰
り
利
用
な

ど
、
多
様
な
シ
チ
ュエ
ー
シ
ョン
に
も
対
応

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
って
い
る
。

　
「
癒
し
や
非
日
常
を
求
め
て
い
らっし
ゃ

る
お
客
様一人
ひ
と
り
の
ご
要
望
に
寄
り

添
っ
た
対
応
が
で
き
る
の
が
私
た
ち
の
特

徴
で
す
」
と
、
女
将
の
髙
島
涼
さ
ん
。

　
二
〇
〇
五
年
に
結
婚
を
機
に
旅
館
へ

入
る
と
、
世
の
中
の
動
き
に
合
わ
せ
た

柔
軟
な
発
想
で
、
高
速
バス
の
誘
致
や
、

外
国
人
旅
行
客
を
取
り
込
む
イ
ンバウ
ン

ド
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

旅
館
で
の
会
席
料
理
は
村
上
牛
、
の

ど
ぐ
ろ
、
南
蛮
エ
ビ
な
ど
、
知
名
度
の
あ

る
新
潟
の
ブ
ラ
ン
ド
食
材
を
欠
か
さ
ず
楽

し
め
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
古
民
家
イ
タ
リ
ア
ン
「
灯
り

の
食
邸K

O
K
A
JIY
A

」
と
連
携
し
、

温
泉
と
イ
タ
リ
ア
ン
を
楽
し
め
る
泊
食

分
離
プ
ラ
ン
を
企
画
。「
お
食
事
は
旅
館

の
中
で
と
い
う
固
定
概
念
に
捉
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
新
し
い
楽
し
み
方
を
提
案
し

た
い
」
と
い
う
女
将
の
想
い
か
ら
生
ま
れ

た
提
案
は
、
女
性
客
だ
け
で
な
く
、
年

配
の
男
性
か
ら
も
好
評
だ
と
い
う
。

　
「
仕
事
場
と
い
う
舞
台
を
私
た
ち
が
楽

し
む
こ
と
で
、
お
客
様
に
快
適
に
過
ご
し

て
も
ら
え
る
」
と
、
約
七
十
名
の
ス
タ
ッ

フ
に
目
配
せ
、
気
配
り
を
す
る
の
も
女

将
の
仕
事
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
質
の
高

い
お
も
て
な
し
を
実
現
し
て
い
る
。

温泉は貸切風呂や露天
風呂を含めた、特徴が
異なる全５種類。
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客室はシンプルなツイ
ンから露天風呂付きの
大部屋まで幅広い。

団体利用にも適応した
客室や会場も備え、多
様なニーズに応える。

泊食分離プランの「灯
りの食邸 KOKAJIYA」
での夕食の様子。浴衣
姿で温泉街を散策し
て、そのまま季節の食
材を使ったイタリアン
を楽しめる。
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制
作
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岩
室
温
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地
域
づ
く
り
協
議
会

﹇
発
行
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二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
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平
成
二
九
年
度
農
泊
推
進
事
業


